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論文の内容および審査の要旨
　 この論文は,近 年歯科技工の分野で従来のろう
着法に代 わる金属接合法 として普及 しつつ ある
レーザー溶接法について,そ の精度 を向上 させ る
ために,照 射するレーザーの波形 と接合部の形態
の違いが金属 フレームの変形に及ぼす影響 を追究
したものである。その概略は以下の通 りである。
　試 料 と して30×10×3mmのJIS第2種純チ タ
ン板 を使用 し,接合部の形態を変 えた5種 類の試
料 を準備 した。2枚 の試料の接合部 を突き合わせ
て溶接することとし,片方の試料は完全に固定 し,
もう一方の試料は自由に可動するように石膏に埋
没 して溶接用 ブ ロ ック を作製 した。溶接 に は
Nd:YAGレー ザー溶接機 を用いて,ス ポッ ト径
を0.6mmに固定 し,出 力2.8kW,パルス幅5ms
の矩形波のみの波形(メ インパルス)と,そ の直
後に出力1.4kw,パルス幅5msの矩形波(付 加
パルス)を 追加 した波形の2種 類の条件で,接合
部の3か 所 に照射 し溶接した。溶接後可動の試料
断端の石膏面からの浮き上がり量 を実体顕微鏡で
計測 し,条件の違いによる差を比較検討 した。
　その結果接合部の形態では,接合断面の上下両
側にベベルを付けて厚 さを1mmに 減 じ開先形態
とした試料が,そ のままバ ットジョイン トとした
形態および接合断面の上下どちらかにベベルを付
けた形態の試料よ りも変形 は少なかった。また
レーザー波形の違いでは,メ インパルスの直後に
それより弱い付加パルスを追加 した波形が,メ イ
ンパルスのみの波形より試料の変形は少なかった。
以上のことから,実 際にレーザー溶接を行 う場合
2011
には,金 属フレームの接合部の厚 さを貫通溶接が
可能な範囲まで減 じること,ま たレーザー照射時
にはメインパルスの直後に付加パルスを発振 させ
ることで,応 力集中と凝固収縮 を緩和 しフレーム
の変形を少なくできることが示唆 された。
　本論文 に対す る審査は平成22年5月20日(木)
に行われた。審査委員会では,申 請者に対 し論文
内容およびそれに関連す る事項 について質問を
行 った。その主なものは以下の如 くである。①他
の金属接合法に比較 したレーザー溶接法の臨床的
利点について,② 実験材料 として純チタンを選択
した理由について,③ 試料の厚 さを3mmと し,
接合部の形態として論文中の5種 類を選択 した理
由について,④ 照射するレーザー波形でメインパ
ルスの直後に付加パルスを追加する意味について,
⑤Nd:YAGレー ザー発振の原理について。 これ
らの質問に対 し申請者か らは満足すべ き回答が得
られ,一 部研究指導者か ら補足説明がなされた。
なお論文については一部語句の修正,追 加が求め
られた。 また語学試験 として申請者に歯科領域の
レーザー溶接に関する英語の文献を和訳させた結
果,十 分な読解力があると認め られた。
　本論文は,こ れ まで歯科ではほ とんど行われて
いなかった,レ ーザー溶接時の様々な設定条件が
金属 フレームの変形 に及ぼす影響の一端 を明らか
にしたことに臨床的な意義が認め られ,十 分学位
授与に値するものと認め,合 格と判定 した。
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